
資料２－２ 発達障がい者就業支援コーディネーター事業アンケート（企業向け） 

                  アンケート調査 

次の質問にお答えいただき、該当する番号に〇をつけてください。 

 （質問の内容がわかりにくい時は、担当窓口（エルムおおさか）におたずねください。） 

1.対象の方についておうかがいします。 

（1）性別    ①男性    ②女性 

（2）年齢    ①１０代   ②２０代   ③３０代   ④４０代   ⑤５０代   ６０代  

（3）診断名   ①自閉症   ②高機能自閉症   ③広汎性発達障害   ④高機能広汎性発達障害 

         ⑤特定不能の広汎性発達障害  ⑥アスペルガー症候群  ⑦自閉症スペクトラム障害 

         ⑧注意欠如多動性障害    ⑨学習障害 

         ⑩その他の診断名（                           ） 

 

2.大阪市障がい者就業・生活支援センター（発達障がい者就業支援コーディネーター事業）が実施した支援の結果は、 

貴社の障がい者の雇用や雇用継続における課題の改善に効果がありました？  

（1） たいへん効果があった 

（2） 効果があった 

（3） 効果がなかった 

（4） まったく効果がなかった 

※（１）（２）を選ばれた方はセンターの支援（発達障がい者就業支援コーディネーター事業）を利用して効果があ

ったと思うものを下から選んでください。（あてはまるものすべてに〇をつけてください） 

① 障がい者雇用にかかる従業員への教育 

② 障がい特性の理解と障がいに配慮した対応方法 

・視覚支援を取り入れる     ・事業所内の構造化等、環境を整える   

・問題行動への対処       ・対人関係の困難さへの支援方法 

・その他（                                       ） 

③ 職務内容の設定                      ④ 対象者に応じた指導方法 

⑤ 従業員と対象者との関係構築                ⑥ 家族との関係調整等 

⑦ 障がい者雇用に関する情報提供                ⑧ 対象者の考えや気持ちの整理等 

⑨ その他 
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※（3）（4）を選ばれた方は、効果がなかったと思う点について、あてはまるものに○をつけて下さい。 

① 支援内容が、対象者の現状と合わないと感じた 

 

② コーディネーターと連絡が取りにくく、支援対象者についての相談が出来なかった 

 

③ コーディネーターや他の支援機関との役割分担が分かりにくく、機能が使いにくかった 

  

④ 支援対象者の情報を効果的に共有するツール・システムがなかった 

 

⑤ コーディネーターの専門知識、支援スキルに物足りなさを感じた 

 

⑥ 就労に関する支援よりも、生活面についての相談が必要だったから 

 

⑦ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他、ご意見やご要望がありましたら自由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただき、ありがとうございました。 
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送付先リスト 

 

1 JR東海

2 永寿福祉会

3 大阪　なだ万　帝国ホテル大阪

4 大阪市水道局

5 大阪府立大学

6 株式会社アイロム

7 ショーエイコーポレーション

8
地方独立行政法人大阪府立病院機構
大阪府立成人病センター

9 ツジカワ株式会社

10 トーエネック

11 ニッコクトラスト

12 ベイオーク株式会社

13 大阪市立大学

14 シャープ特選工業 特例子会社

15 東京海上日動キャリアサービス 特例子会社

16 もーる 就労継続A型

17 ワークロード 就労継続A型

18 COROBO 就労継続A型


